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糖尿病性腎症における漢方方剤の作用
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【目的】糖尿病性 腎症は
， 1998年よ り新規透析導入 患者の 原 疾患の 第 1位を占め ，そ

の 有効な治療対策が急が れて い る 。 我 々 は
， 腎症 の 発症 ・進展 を遅延す る作用 を和 漢

薬 に期待 し，その 病 因の ad　vanced 　glycation　endprOducts （AGEs ）生成抑制作用 を指標に ，

まずス ク リ
ー

ニ ン グ試験 を行い ，さ らに 4 方剤 に つ い て糖尿病性腎症モ デ ル動物を用

い 検討 した 。

【方法】in・vitro 評価系 ：bovine　serum 　albumin （10mg！ml ）に glucose，　fructose，ある い は漢

方方剤 を加 え，　37℃で 2週間 イ ン キ ュ ベ ーシ ョ ン後 ， AG　Es生 成量を蛍光検出器 （Ex ＝

350nm
，
　Em ＝ 450　nm ）で 測定 した。 動物実験 ：WiStar系雄性 ラ ッ トに 3／4腎摘 を施し

，

次 い で streptozotocin （35　mg ！kg 体重 ，
　i．p．）を投与 し， 糖尿病性腎症モ デ ル を作 製 した 。

・

次 い で温脾湯 ，八味地黄丸 ， 桂枝茯苓丸 ，柴苓湯 エ キ ス をそれ ぞ れ 150　mglkg 体重1日経

口投与 し
，
5 週 目の 血中， 尿中の 生化学的パ ラ メ ー

タ
ーとTBA −RS

， 腎組織中の ソ ル ビ トー

ル ，AGEs を測定 した 。

【結果】AGEs 生成抑制作用は，大黄含有方剤 で 強 く（ICs、
く 20　Fg！ml ），駆 瘢 血剤，地 黄

剤 も強い 作用 を示 した が ，柴胡剤は陽性 対照物質の aminoguanidine よ り弱 か っ た 。 次

に温脾湯 （大 黄含有方剤）， 八 味地黄丸（地黄剤），桂枝茯苓丸（駆瘢血剤）， 柴苓湯 （柴胡剤）

に つ い て
， 糖尿病性 腎症モ デ ル を用い 検討 した結果 ，

血 中グ ル コ ース ，TG がい ずれ の

方剤におい て も有意に 低下 したが
， Ccrと尿 タ ン パ ク量は桂枝茯苓丸，八 味地黄丸投 与

群で 改善作用 が認め られた 。

一
方，血中 TBA −RS は桂枝茯苓 丸 ， 温脾湯 ， 柴苓湯投与群

で 有意 に低下 したが
， 腎組織中の ソ ル ビ トール は八味地黄丸， 柴苓湯，桂枝茯苓丸投与

群で，AG　Es は 4方剤 い ずれ におい て も有意 に低下 して い た 。 腎機能に 好影響を及ぼ し

た桂枝茯 苓丸 ， 八 味地黄丸の 長期 動物実験 を進行 中で あ り，その 結果 も併せ て 報告す

る予定で ある 。

【結論】温 脾湯 ， 八 味地黄丸 ， 桂枝茯苓丸 ， 柴苓湯 はそれ ぞれ異 な っ た作用機序で，糖

尿病性腎症の 進展 を抑制 して い る可能性が示唆された。
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